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新たなスキル標準のねらい～「何を学ぶか」の羅針盤の提示～

5

第４次産業革命に対応した新たなスキル標準の策定は、

「日本再興戦略2016 ―第４次産業革命に向けて― 」を契機に、

「未来投資戦略2017 －Society 5.0の実現に向けた改革－」にて、

第４次産業革命を牽引するIT人材を確保・育成するための施策の一環（「何を学
ぶか」の羅針盤の提示）として位置づけられた
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IT投資の変化と学び直し

6

 スキル標準は、「人材の価値と能力を見える化」するための指標

 新スキル標準を通じて、第４次産業革命を牽引する上で特に重要な領域を明らかにするとともに、その
領域において重要なスキル等を示し、人材育成の促進を図る

 伝統的なIT投資と新たなIT投資では特徴が大きく異なる。特に伝統的なIT投資を主に担ってきた人
材にとっては、新たなIT投資に対応するスキルの強化・変革へ向けた“学び直し”が重要に

新たなIT投資

伝統的なIT投資

目的
守りのIT投資

（コスト削減）
（ビジネスを支援）

攻めのIT投資
（売上・付加価値向上）

（ビジネスを実行）

傾向 安定性重視 スピード重視

対象領域
バックエンド

SoR（Systems of Record）
フロントエンド

SoE（Systems of Engagement）

IT投資の形態 プロジェクト プロダクト・サービス（価値提供）

オーナー 情報システム部門 LOB（事業部門：Line of Business）

開発手法 ウォーターフォール アジャイル、DevOps等

プラットフォーム
への要求

信頼性・堅牢性 拡張性・柔軟性

開発形態 ITベンダーへの外注が主体
ユーザー企業での内製や

パートナリングによる開発が主体

人材の役割 分業・専門分化 フルスタック・マルチロール

開発運用体制 技術者とIS部門 技術者とIS部門+事業部門

対象業務 予測可能 探索型

データ 構造 構造+非構造+外部

強み 統率力・実行力 機動力・柔軟性

●積極的な学び直しを通じ、

“安定性・信頼性を確保しつつ、
スピードや柔軟性を追求・実現する
IT投資の最適解を担う人材”へ

●スキル変革の方向性を示す
-手法の背後にある価値観/原則
-仕事の進め方
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ITSS+（プラス）の公開

 ITSS+は、第4次産業革命に向けて求められる新たな領域の“学び直し”の指針として
策定している

 従来のITスキル標準（ITSS）が対象としていた情報サービスの提供やユーザー企業の
情報システム部門の従事者のスキル強化を図る取組みに活用されることを想定している
。

 ITSS+は、2017年4月に「セキュリティ領域」「データサイエンス領域」を公開し、今回は
新たに「IoTソリューション領域」「アジャイル領域」について追加策定した。

従来の情報サービスの提供や
情報システム(IS)部門
に従事しているIT人材

IoTソリューション領域

アジャイル領域

データサイエンス領域

セキュリティ領域

・・・

学び直し、スキル強化

【ＩＴＳＳ＋】
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 ITSS+の対象領域として、先端的かつ重要な以下の４領域を設定

各領域について、有識者によるWG等を組成し、スキル標準の定義＋αの活動
を実施、公開

第４次産業革命に対応したスキル標準検討WG（検討WG）
（事務局：IPA/みずほ情報総研）

・ 新スキル標準の方向性検討、動向調査、コンテンツ確認、助言、プロモーション検討、等
・ 策定作業の進展に応じて開催

IoTソリューション領域

IoTソリューションWG
（事務局：IPA/みずほ）

・領域全体のスコープ検討
・継続的改善の方針立案
・成果物のレビューと助言

作業部会
(事務局：iSRF）

・iSRF全国スキル調査の
内容を元に定義書を作成
(ﾛｰﾙ、ﾀｽｸの詳細化）

アジャイル領域

アジャイルWG
（事務局：IPA/

みずほ情報総研）

アジャイル領域（アジャイル
開発/DevOps等）に
関するコンテンツ作成

① 当領域のスキル標準
（タスクリスト）

② アジャイルマニフェストの
解説書（アジャイルに

関する原理原則の補足）

データサイエンス領域

データサイエンスWG
（事務局：データサイエンス
協会/IPA・みずほ情報総研）

データサイエンス領域に
関するコンテンツ作成

※データサイエンティスト協会と
の協業により策定

① 当領域のスキル標準
（タスクリスト）

② 同協会が策定した
スキルチェックリストの
更新（10/23公表）

セキュリティ領域に関する
コンテンツ
（当領域のスキル標準：
タスクリスト、専門分野）
を策定

セキュリティ領域

ITSS+の策定について
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ITSS+の成果物イメージ

9

【ITSS＋／データサイエンス領域】

※（一社）データサイエンティスト協会との協業により策定

【ITSS＋／セキュリティ領域 】

専門分野 説明

情報リスクストラテジ

自組織または受託先における業務遂行の妨げとなる情報リスクを認識し、その影響を抑制するための、組織体制の整備や各種ルー

ル整備等を含む情報セキュリティ戦略やポリシーの策定等を推進する。自組織または受託先内の情報セキュリティ対策関連業務全

体を俯瞰し、アウトソース等を含むリソース配分の判断・決定を行う。

情報セキュリティデザイン
「セキュリティバイデザイン」の観点から情報システムのセキュリティを担保するためのアーキテクチャやポリシーの設計を行う

とともに、これを実現するために必要な組織、ルール、プロセス等の整備・構築を支援する。

セキュア開発管理
情報システムや製品に関するリスク対応の観点に基づき、機能安全を含む情報セキュリティの側面から、企画・開発・製造・保守

などにわたる情報セキュリティライフサイクルを統括し、対策の実施に関する責任をもつ。

脆弱性診断
ネットワーク、OS、ミドルウェア、アプリケーションがセキュアプログラミングされているかどうかの検査を行い、診断結果の

評価を行う。

情報セキュリティ

アドミニストレーション

組織としての情報セキュリティ戦略やポリシーを具体的な計画や手順に落とし込むとともに、対策の立案や実施（指示・統括）、

その見直し等を通じて、自組織または受託先における情報セキュリティ対策の具体化や実施を統括する。また、利用者に対する情

報セキュリティ啓発や教育の計画を立案・推進する。

情報セキュリティアナリシス

情報セキュリティ対策の現状に関するアセスメントを実施し、あるべき姿とのギャップ分析をもとにリスクを評価した上で、自組

織または受託先の事業計画に合わせて導入すべきソリューションを検討する。導入されたソリューションの有効性を確認し、改善

計画に反映する。

CSIRTキュレーション
情報セキュリティインシデントへの対策検討を目的として、セキュリティイベント、脅威や脆弱性情報、攻撃者のプロファイル、

国際情勢、メディア動向等に関する情報を収集し、自組織または受託先に適用すべきかの選定を行う。

CSIRTリエゾン
自組織外の関係機関、自組織内の法務、渉外、IT部門、広報、各事業部等との連絡窓口となり、情報セキュリティインシデントに

係る情報連携及び情報発信を行う。必要に応じてIT部門とCSIRTの間での調整の役割を担う。

CSIRTコマンド
自組織で起きている情報セキュリティインシデントの全体統制を行うとともに、事象に対する対応における優先順位を決定する。

重大なインシデントに関してはCISOや経営層との情報連携を行う。また、CISOや経営者が意思決定する際の支援を行う。

インシデントハンドリング

自組織または受託先におけるセキュリティインシデント発生直後の初動対応（被害拡大防止策の実施）や被害からの復旧に関する

処理を行う。セキュリティベンダーに処理を委託している場合には指示を出して連携する。情報セキュリティインシデントへの対

応状況を管理し、CSIRTコマンドのタスクを担当する者へ報告する。

デジタルフォレンジクス
悪意をもつ者による情報システムやネットワークにを対象とした活動の証拠保全を行うとともに、消されたデータを復元したり、

痕跡を追跡したりするためのシステム的な鑑識、精密検査、解析、報告を行う。

情報セキュリティ

インベスティゲーション

情報セキュリティインシデントを対象として、外部からの犯罪、内部犯罪を捜査する。犯罪行為に関する動機の確認や証拠の確

保、次に起こる事象の推測などを詰めながら論理的に捜査対象の絞り込みを行う。

情報セキュリティ監査
情報セキュリティに係るリスクのマネジメントが効果的に実施されるよう、リスクアセスメントに基づく適切な管理策の整備、運

用状況について、基準に従って検証又は評価し、もって保証を与えあるいは助言を行う。

＜タスクリスト＞ －2017年4月公開－ ＜スキルチェックリスト(第2版)＞

－2017年10月公開－
タスク大

分類
タスク中分類 タスク小分類 No 評価項目

データサ

イエンス

分析プロジェクトの立ち上

げと組み込み後の業務設計

前提条件の明確化 1 分析プロジェクト（データサイエンスを活用し、課題解決を行う一連の取組）のステークホルダーを明らかにする

2 分析プロジェクトの背景や問題意識を踏まえて目的とゴールを明らかにし、ステークホルダー間で共有する

目標の明確化 3 分析プロジェクトの目標を設定する

4 分析プロジェクトの目標と評価方法を具体化し、定量的な成功基準を設定するとともに、成功基準の判定時期・判定者を決

定する

推進体制設計 5 分析プロジェクトの難易度に応じ、実施体制と役割分担を、メンバーの個々のデータ分析スキル、チームの総合的なバラン

スを考慮し、決定する

6 分析プロジェクトの実施計画を作成する

7 分析プロジェクトに必要なコストと分析プロジェクトの実施によって得られる利益（コスト削減効果を含む）を算出する

8 分析プロジェクトの実現性について評価・検討する

計画の承認 9 分析プロジェクトの実施計画について、ステークホルダーに説明し、必要に応じて調整を行って合意を形成する

10 分析プロジェクトの実施計画について、ステークホルダーの承認を得る

環境整備 11 分析プロジェクトに必要なハードウェア環境を設計・整備する

12 分析プロジェクトに必要な通信環境を設計・整備する

13 分析プロジェクトに必要なソフトウェア環境を設計・整備する

14 不必要な情報の漏れがないように暗号化を行い、防御態勢を解析開始前に整える

組み込み後の業務設計 15 データ分析結果を利用・適用する対象業務のプロセス等を把握/設計する

16 取扱データ別にデータの利活用及び開示のガイドラインと管理・アクセス方法をステークホルダー間で設定する

17 対象業務の運用体制や運用方法を決定する

18 対象業務の目的や目標を確認し、モニタリング方針・方法やモニタリング時のKPIを決定する

データの作成と収集 データ分析設計 19 データの収集方法、加工方法、分割・統合、蓄積・保存方法等の処理プロセスを決定する

20 対象業務に必要となるデータの種類と対象業務の目的に合ったデータ分析手法及びモデル要件（安定性・頑健性、監査性、

保守性など）を検討する

スキルチェックリスト 2017年 改訂版 ＜データサイエンス力＞
▼ 他分野寄りのスキル 

NO
Sub

No
スキルカテゴリ スキルレベル サブカテゴリ チェック項目 BZ DE

必須

スキル

12 12 統計数理基礎 ★ 統計数理基礎 ５つ以上の代表的な確率分布を説明できる ◯

13 13 統計数理基礎 ★ 統計数理基礎
二項分布の事象もサンプル数が増えていくと中心極限定理により正規分布に近似さ

れることを知っている
◯

14 14 統計数理基礎 ★ 統計数理基礎 変数が量的、質的どちらの場合の関係の強さも算出できる ◯

15 15 統計数理基礎 ★ 統計数理基礎 ベイズの定理を説明できる ◯

16 16 統計数理基礎 ★★ 統計数理基礎
ベイズ統計と頻度論による従来の統計との違いを、尤度、事前確率、事後確率など

の用語を用いて説明できる

17 1 予測 ★ 予測 単回帰分析について最小二乗法、回帰係数、標準誤差の説明ができる ◯

18 2 予測 ★★ 予測 重回帰分析において偏回帰係数と標準偏回帰係数、重相関係数について説明できる ◯

19 3 予測 ★★ 予測 重回帰や判別を実行する際に変数選択手法の特徴を理解し、適用できる

20 4 予測 ★★ 予測
ニューラルネットワークの基本的な考え方を理解し、出力される「ダイアグラム」

の入力層、隠れ層、出力層の概要を説明できる

21 5 予測 ★★ 予測
重回帰分析において多重共線性の対応ができ、適切に変数を評価・除去して予測モ

デルが構築できる
◯

22 6 予測 ★★ 予測
決定木分析においてCHAID、C5.0などのデータ分割のアルゴリズムの特徴を理解

し、適切な方式を選定できる

23 7 予測 ★★ 予測
線形回帰分析が量的な変数を予測するのに対して、ロジスティック回帰分析は何を

予測する手法か（発生確率予測など）を説明でき、実際に使用できる

＜新たに定義された13の専門分野＞ ＜専門分野の説明＞

－2017年4月公開－

【ITSS＋／ＩｏＴソリューション領域】
＜アジャイルソフトウェア開発宣言の読みとき方＞

【ITSS＋／アジャイル領域】
＜アジャイル開発のすすめ方＞

4

アジャイルソフトウェア開発宣言

4

私たちは、ソフトウェア開発の実践
あるいは実践を手助けをする活動を通じて、

よりよい開発方法を見つけだそうとしている。
この活動を通して、私たちは以下の価値に至った。

プロセスやツールよりも個人と対話を、
包括的なドキュメントよりも動くソフトウェアを、

契約交渉よりも顧客との協調を、
計画に従うことよりも変化への対応を、

価値とする。すなわち、左記のことがらに価値があることを

認めながらも、私たちは右記のことがらにより価値をおく。

Kent Beck
Mike Beedle

Arie van Bennekum
Alistair Cockburn

Ward Cunningham
Martin Fowler

James Grenning
Jim Highsmith
Andrew Hunt
Ron Jeffries

Jon Kern
Brian Marick

Robert C. Martin
Steve Mellor

Ken Schwaber
Jeff Sutherland
Dave Thomas

http://agilemanifesto.org/iso/ja/manifesto.html

© 2001, 上記の著者たち
この宣言は、この注意書きも含めた形で全文を含めることを条件に自由にコピーしてよい。

顧客の満足を求め続ける

基本的な考え方
開発者にとって最も重要な活動は、価値のあるソフトウェアを素早く継続的に提

供して、顧客に（QCDの達成ではなく）ビジネスゴール達成の観点で満足して

もらうことです。

日本の多くの企業は近年の劇的な市場の変化への対応に迫られており、ビジネ

スを支えるITシステムの構築は、企業の存続を左右するほど重要な要素になっ

ています。よって、開発者は、ビジネスの実現を最優先に考えてITシステムを構

築する必要があります。

ただし、ビジネスの成否はビジネスごとに異なります。よって、開発者は、常に顧

客と同じ目線で、顧客の満足を高める価値の創出について考える必要がありま

す。

まず、顧客満足とは何かを定義することからはじめ、ビジネスの観点で十分に評

価可能な動くソフトウェアを素早く継続的に提供し、顧客の満足度がどのような

状態なのか、明らかにします。

行動規範
• 顧客は、QCDの達成ではなく、ビジネスゴールであることを、まっさきに開発

者へ伝えましょう。

• 顧客と開発者は、プロジェクトのゴールについて初期の時点で徹底的に話

し合いましょう。

• 顧客と開発者は、プロジェクトのゴールに向かっているかどうかを常に確認し、

方向がずれていたら素早く修正しましょう。

• 開発者は、ソフトウェアで実現すべき要件を顧客と一緒に考えましょう。顧

客が必ずしも正解を持っているわけではありません。

• 開発者は、顧客が価値を確認しやすい単位に分割しましょう。分割した単

位を、素早く継続的に、顧客に提供し続けましょう。

オリジナル

「顧客満足を最優先し、価値のあるソフトウェアを早く継続的に提供します。」

“Our highest priority is to satisfy the customer through early and continuous delivery of valuable software.”

第4次産業革命に対応したスキル標準検討 アジャイルWG

8

原則
01

13

役割（ロール）の特徴（スクラムの例）

スクラムで決められている役割（ロール）は、「プロダクトオーナー」「開発チーム」「スクラムマスター」の3種類です。
これら全体を「スクラムチーム」と呼び、3つの役割が協調することで、大きな効果を創出します。

開発チームは、プロダクトの開発プロセス全体に責任を負い、開発プロセスを通して完全に自律的である必要が
あります。スクラムではこの自律したチームのことを「自己組織化された」チームと呼びます。チームがプロダクトを開発
するために必要なスキルをすべて備えている必要があります。従来型開発では、特定の専門性をもったメンバーが
役割分担して開発することが一般的でしたが、スクラムの開発チームは、一人が複数のタスクを担う多能工である
必要があります。

All Rights Reserved Copyright© IPA 2018

ステークホルダー
（利害関係者） スクラムチーム

開発チーム

スクラムマスター

プロダクト
オーナー

社内
（営業部門、事業責任者等）

社外
（顧客やユーザー）

17

アジャイル開発チームのもつべきスキル

• アジャイル開発へとパラダイムシフトする際の最も重要
な側面の1つは、開発チームの役割の違いを理解す
ることです。

• アジャイル開発におけるチームの特徴は機能横断
（クロスファンクション）型のチーム体制です。チーム
がプロダクトのライフサイクル（設計、ビルド、テスト、デ
プロイ、実行）を通じて完全に自律的であるためには、
チームとしてバランスのとれたスキルセットを備えること
が必要です。チームメンバーは仕事をこなすための深
い開発スキルを持つと同時に、チームとしてパフォーマ
ンスを最大化するためのスキルが必要です。

• アジャイル開発に必要な全てのスキル・知識を持つ人
材を育てることは必須の条件ではありません。一人の
個人だけでは、スキル領域ごとのレベルに凸凹があり
ますが、その凸凹をチームとして埋めていきます。一人
の個人だけでは不足している知識・スキルを、チームと
して補っていくのです。
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メンバーA メンバーB メンバーC

チーム

メンバーのスキルの凸凹を、
チームとして埋める。

・・・

・・・

ロール（役割） IoTソリューションにおけるタスクの特徴

1 ビジネスストラテジスト

 製品やサービスのデザイン（設計）からプロダクション（製造やサービス構築）、オペレーション
（配送設置と実運用）の全般にわたり、繋がっていないところを繋げることによるビジネスメリット
と、それによって得られるデータの活用やデータ活用を通じた新たなビジネスモデルの構築を提言
する。

 市場環境や構築するビジネスモデルの戦略、自社の強みやリソース状況を把握した上での、外
部パートナーとのアライアンスを通じて、座組とビジネスモデル構築を推進する。

2 アーキテクト

 現在要求されているビジネス要件と制約を基に採用する技術と要件や制約への適合度、組み
合わせの整合性だけでなく、将来性といった視点を基に、利用可能な物質的・人的リソースによ
る実現性を設計する。

 解決すべき課題に対して実装すべき機能を、現有リソースを鑑みてエッジ・デバイス、ネットワーク、
アプリケーションに適切に振り分ける。

 システムアーキテクチャ／データベース／ネットワーク／デバイス／センサ／IoTプラットフォーム活
用など、システム化機能の整理とシステム方式の検討をする。

3 データサイエンティスト
 収集する構造･非構造のIoTデータを分析可能な形に加工･クレンジングする。また、様々な統

計分析手法、モデリングやシミュレーションを駆使して成果につながるビジネスモデルへのフィード
バックや業務改善のための示唆を提言する。

ロール（役割） IoTソリューションにおけるタスクの特徴

4 セキュリティエンジニア

 システム全体の一貫したセキュリティ対策を設計、実装する。
 対策は、データの機密性、可用性、完全性のみならず、セーフティの担保、プライバシーの保護

といった観点や、サービスの開始から終了及びデバイスの出荷から廃棄、再利用までのプロダクト
ライフサイクル全体を踏まえた観点から考慮する。

 また、サービスの運用、監視に関する業務設計を行い、インシデント発生時には適切な対応を
行う。

5 プロジェクトマネージャ

 プロジェクトマネージャは顧客・ユーザの要望を理解した上でアイディアを提案・計画、構築、実
行、計測するという仮説検証のサイクルを継続的に実施し、IoTシステム・製品のリリースに向
かってチームをリードする。また、納入物・サービスとその要求品質・コスト・納期（QCD）を推進
する。

 クラウド、ネットワーク、現場で稼働する設備機器や通信デバイスまで多岐に渡る分野のステー
クホルダーの統率・調整及びシステム設計、開発、構築、デバイス調達の管理・統制を実行す
る。

6
ネットワーク
スペシャリスト

 プロジェクト初期の検証段階におけるリーズナブルで技術・ビジネス双方の面から検証可能な
ネットワーク構成から、事業化段階における本格的なトラフィックを見越した構成を、デバイスの
数や設置場所といった物理的な制約や、対クラウドやデバイス間通信といった通信対象機器と
いう条件を基に有線や無線といったプロトコル選定と実装を行う。

＜IoTソリューション領域の各役割が担うタスクの特徴＞

＜役割とプロセス＞

All Rights Reserved Copyright© IPA 2018



従来対象としてきた、ITベンダ要員やユーザ企業内情報システム要員などの、い
わゆる「ITエンジニア」に対する新たなスキル習得支援に加え、事業遂行部門を
含めたDX推進人材や、さらには社会人全般に対する施策を講じていく

2018年度主な活動テーマ

・アジャイル開発の普及・推進
・IT-OTブリッジの推進
（OT側に必要なタスク・スキルの提示等）

・「Reスキル講座」の審査支援

・DX関連調査・分析
（DX時代のチームモデル/人材類型/マインドの提示、

DXを阻む要因の抽出、解決施策の提示 等）

・ITリテラシースタンダードの策定
（拡充版ITパスポート試験策定支援）

DX時代に向け
ての学び直し

DX推進のあり
方、人材類型等
の整備

基礎的ITリテラ
シーの強化

(従来の)

IT人材

活動テーマ 対象人材（案） 内容（案）

DX推進人材

社会人全般

All Rights Reserved Copyright© IPA 201810



 ITエンジニアのスキル標準に留まらず、DXの推進に必要な人材について、非ITエンジニアを含めて広く
とらえ、そのあり方や課題等を検討する。

DX推進人材のあり方研究会
（事務局：IPA）

ITリテラシー領域

コンテンツ拡充
（事務局：IPA）

非ITエンジニアのITリテラシー
の底上げのための推進について
検討する

①ITリテラシースタンダードの
策定

②非ITエンジニア向け啓発

アジャイル領域

アジャイル開発WG
（前年度より拡張して継続）
（事務局：IPA）

ベンダ／ユーザー向けアジャイル
領域に関するコンテンツ作成
（アジャイル開発/DevOps等）

①ベンダー向け成果物の普及

②ユーザー向け啓発

③アジャイル領域に関するコンテン
ツ拡充（第二版作成）

データサイエンス領域

データサイエンス領域
(データサイエンス協会と連携）

ＤＸ領域

DX推進のあり方、
人材類型等の整備

DX関連調査・分析を通じ
て以下を実施する

①DX時代のチームモデ
ル/人材類型/マインド
の提示

②DXを阻む要因の抽出、
解決施策の提示

セキュリティ領域に関する
コンテンツを作成
(RISS-Gと連携）

セキュリティ領域

検討体制

親委員会

WG

IoTソリューション領域

コンテンツ拡充

IoTソリューション領域に関する
コンテンツ作成
①IoTに係るOTと、IoT-OTブ

リッジの実態調査

WG

前回までの名称
「第４次産業革命に対応したスキ
ル標準検討WG（検討WG）」
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No 区分 氏名 所属

1 座長 継続 室井 雅博
元 株式会社野村総合研究所 副会長
（第四次産業革命に対応したスキル標準検討WG 座長）

２ 委員 継続 田口 潤
特定非営利活動法人 ITスキル研究フォーラム（iSRF）理事長
株式会社インプレス IT Leaders編集部 編集主幹 兼 プロデューサー
（第四次産業革命に対応したスキル標準検討WG メンバー）

３ 委員 新規 神岡 太郎
一橋大学 経営管理研究科 教授
（CDO Club Japan 顧問）

４ 委員 新規 木内 里美
特定非営利活動法人 ビジネスシステムイニシアティブ協会（BSIA）理事長
株式会社オラン ファウンダー 代表

※テーマに応じて出席者を適宜追加

DX推進人材のあり方研究会：委員
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13

DX推進人材のあり方研究会：今後の開催予定

 研究会の今後の開催予定は、以下のとおり。

 DXの推進に必要な人材について、そのあり方や課題等をディスカッションする。

 平成30年度内に活動する各種WGの立ち上げの承認と、各成果物について助言・確認等を実施する。

回 時期 主な議題（予定）

１ 2018年7月30日

• 【意見交換】デジタルビジネスに関する共同調査（NRI/JUAS）
• 【報告】ITSS＋昨年度成果報告／2018年年度活動計画
• 【承認】サブWGの設置（アジャイル／ITLS）
• 【討議】DX推進関連調査事業

２

2018年11月末
候補日

28日(水)AM,PM1,3

29日(木)AM

• 【報告】DX推進関連調査事業 中間報告

• 【討議】あるべきDX推進のモデル化（人材類型 等）
• 【討議】ITLS定義案

３

2019年01月
候補日

16日(水)AM,PM1,3

17日(木)AM

31日(木)AM

• 【報告】DX推進関連調査事業 中間報告
• 【討議】DX推進における問題と阻害要因について

4

2019年03月
候補日

4日(月)AM,PM1,3

6日(水)AM

11日(月)AM,PM1,3

12日(火)AM,PM1,3

• 【報告】DX推進関連調査事業 中間報告
• 【討議】人材視点での施策提言
• 2018年度の成果物（公表版）の最終確認

（アジャイル、IoT、人材類型、ITLS 等）
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DX推進人材のあり方研究会：スケジュール

活動
平成29年度 平成30年度 平成31年度

備考
～3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4月～

DX推進研究会
（旧検討WG）

アジャイル領域
検討WG

IoTソリューション領域

DX領域

データサイエンス領域
／セキュリティ領域

成果物の助言、承認

成果物 WG人選

成果物

WG活動
普及・コンテンツ拡充

適宜研究会開催
（委員との情報交換、助言等）

WG活動

I
T
S

S
+

公
開

必要に応じて
活動する

14

成
果
物

公
開

継

続

改

善

7月中旬
（第１回）

WG人選

調査・コンテンツ拡充

コンテンツ作成
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 アジャイル領域の主ドキュメントは、「アジャイルソフトウェア開発宣言の読みとき方」と 「アジャイル開発の進め方」
 アジャイル開発で求められるタスクやスキルについて解説したアジャイル開発のすすめ方に加えて、アジャイルソフトウェア開発宣言

の読みとき方を作成し、アジャイル開発の根幹にあるマインドセットや原則についての周知・啓発を目指す。

アジャイル領域への
スキル変革の指針/はじめに

ねらい・対象等

WGメンバー

ドキュメント構成

参考文献

参考文献一覧（メンバー推薦）

はじめに

アジャイルソフトウェア開発宣言
に対する誤解と真意

アジャイルソフトウェア開発宣言
の背後にある原則

原則01
:

原則12

アジャイルソフトウェア
開発宣言の読みとき方

はじめに

■アジャイル開発のプロセス
-アジャイル開発のプロセス
(スクラムの例）

-アジャイル開発のすすめ方の特徴
-役割（ロール）の特徴
（スクラムの例）
-開発の進め方と役割（ロール）
の関連

■アジャイル開発チームの
つくり方
-アジャイル開発チームのもつべきスキル

-スキル一覧

アジャイル開発の
進め方

アジャイルソフトウェア開発宣言

おわりに

■参考資料
〈参考1〉従来型ロール

とアジャイル型ロールの比較表
〈参考2〉アジャイル開発の概念整理

アジャイル宣言の背後にある
原則の読み方

https://www.ipa.go.jp/jinzai/itss/itssplus.html

ITSS+

1

2
3

4
5

4

1

2 3

5

2017年度アジャイルWG成果物
「アジャイル領域へのスキル変革の指針」
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ソフトウェア開発における「顧客価値の創造」と「持続可能な仕組み創り」

16 All Rights Reserved Copyright© IPA 2018

出典）POStudy ～アジャイル・プロダクトマネジメント研究会～ グロースエクスパートナーズ関満徳氏
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2018年度アジャイルWG：目的

17 All Rights Reserved Copyright© IPA 2018

●ソフトウェア開発領域でのアジャイル推進 ⇒ 昨年度成果物の普及と拡張、ユーザー展開
開発者のスキル強化、マインド変革を実現するとともに、ユーザー側への認知向上によるアジャイル適用を促進

●ソフトウェア開発のコンテキストからはじめ、ビジネスの他の領域へのアジャイル適用を目指す
ソフトウェア開発の領域以外にも共通な、アジャイル（リーン）の概念、振る舞い方を明確にする

アジャイルWG（前年度より継続）
（主査：羽生田さん 事務局：IPA（WG運営、議事録作成等））

・ 方向性検討、サブWG成果物確認、助言、プロモーション検討、等
・ 月１回の頻度で開催の予定

人材育成の場作り

アジャイル人材育成の
場の検討

・成果：実践的研修の
シラバス、実行計画案
(開発者、ユーザー、経
営者)

コンテンツ拡充

アジャイル領域に関する
コンテンツ拡充

・成果：第二版作成
① POの役割詳細化
② PMBOK６対応
③ DevOps対応

普及

ベンダー向け成果物の普
及

・成果：主要イベントで
の講演実施

「アジャイル」横展開

ソフトウェア開発以外の
コンテキスト（アジャイル
経営、サービス開発
等）でのアジャイルな仕
事の仕方の事例収集

・成果：事例集

テーマ

ユーザー向け啓発

・成果：ユーザー向け資
料作成、アジャイル適用
事例調査

作成担当：専門委員 本橋さん
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スケジュールは今後検討（年度内の成果物公開を目標）

18

活動
2018年度 備考

2018/4－6月 7－9月 10ー12月 2019/1－3月

新スキル標準
検討WG

アジャイルWG

①
普
及

成果物の普及
（講演トリガー）

2017年メンバー
中心

ユーザー啓発

②コンテンツ拡充

③人材育成の場

④アジャイル横展開

⑤次年度計画 IPA事務局

公
開
準
備
・
公
開

進めかた、
内容検討 ヒアリング実施

作成・WGレビューを元に修正

活動内容検討

アジャイル適用事例（作成、修正）

見直し・修正

▲ITSS+公開
(2018/4)

基本的に月1回程度開催＜10回程度＞
準
備
／
委
員
委
嘱

等

現状調査・
インタビュー実施 シラバス、実行計画策定

ヒアリング実施 まとめ、見直し・修正

ユーザー向け資料（作成、修正）

進めかた、
内容検討

進めかた、
内容検討

進めかた、
内容検討

アジャイルジャパン
（7/19）

PMAJ
（9中？）

PMI
（？）

＃1 ＃10＃2 ＃3
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氏名
(敬称略)

所属 関連団体

主査 羽生田 栄一
株式会社豆蔵／独立行政法人情報処理
推進機構（IPA）

メンバー

今村 博明 インフォテック株式会社 AgileJapan

齋藤 修一 日本アイ・ビー・エム株式会社 DevOps推進協議会

鈴木 依子
株式会社ITプレナーズジャパン・アジアパシ
フィック

DevOps推進協議会、DASA、PMAJ、他

和田 憲明 富士通株式会社 AgileJapan

渡会 健
株式会社アドヴァンスト・ソフト・エンジニアリン
グ

PMI

オブザーバー

岡本 宗之
株式会社ITプレナーズジャパン・アジアパシ
フィック

山下 博之
独立行政法人情報処理推進機構
（IPA）

アドバイザー 平鍋 健児 株式会社永和システムマネジメント

事務局：高橋、本橋、森澤、成田、柳岡 （IPA 社会基盤センター人材プラットフォーム部）

アジャイルWGメンバー一覧（2018年度案）
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ITリテラシースタンダード（ITLS）WG 概要

■未来投資戦略 2018（抜粋）
２．ＡＩ時代に対応した人材育成と最適活用
２－１．ＡＩ時代に求められる人材の育成・活用
・ 全ての社会人が持つべき「IT リテラシー」についての基準を本年度中に策定するとともに、IT パスポート試験を
拡充して「IT リテラシー」を認定するための試験を実施し、企業の採用選考や従業員の処遇において AI・IT
等に関する能力の反映を促す。

ITLS
主な想定対

象
目指すゴール（例） 備考

１級 社会人一般
• 先端IT動向の「理解」、活用手段の

「把握」（知識を前提として、ITを活
用した業務イメージが持てること）

拡充版Iパスに
対応予定

２級
１級に満たな

いレベル

• ITの技術、活用動向等の「認知」
（感度・関心を持っていること）

• デバイスやツールの「操作」
－

ITパスポート試験
（経産省/IPA）

基礎的ITリテラシー
（厚労省）

ＤＸ推進の観点で追
加すべき内容の検討

ＩＴＬＳ（仮）の策定

・対象者像
・出題範囲、ほか

・ITリテラシーWG

・基礎的ITﾘﾃﾗｼｰ定義
・IT活用ﾚﾍﾞﾙ、ほか

○構成イメージ ○検討イメージ

○ITリテラシーWG委員（調整中）

・ iパス試験有識者
・ 基礎的ITリテラシー有識者
・ IT活用動向有識者
・ 先進IT動向有識者
・ 地域中小推進有識者
・ 学識経験者

○WGスケジュール（月１程度予定）

・ 9月 キックオフ
・ 10月・11月 原案検討
・ 12月 初版公開
・ 1月以降 普及策検討、「情報」教育等との接続策検討



＜３＞【討議】DX推進関連調査事業
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事業内容骨子
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●事業名：「デジタル・トランスフォーメーション推進人材の機能と役割のあり方に関する調査」

●事業概要
デジタル・トランスフォーメーション推進のために必要となる機能/役割モデルを整理・明確化するとともに、DX推進の実態調

査を通じて問題や阻害要因を抽出し、人材視点を中心としたその解決施策につき提言を行う。

●事業を通じて明らかにしたいこと

・下記の項目を明らかにすることにより、DX推進の成功と不成功を分けるものの明確化や、各推進主体内で、どのような人材
が/いつ/いかなることを行えばDXが円滑に進むのか

－DX推進の取組方法や発展段階のパターンや、それらに応じたDX推進の阻害要因と有効な打ち手、活躍すべき
人材（＝能力）の遷移などの類型化

－上記に関する、海外との比較における日本の特色や、企業規模や業種/業態による違いの把握

・DX推進をより円滑に行ったり、個々の事業体単独では出来ないことに対する、経済産業省やIPAとして支援すべき
事項の抽出

例） －DX推進ガイドブック（仮称）の発行

各種啓発情報の提供

DX化（４次革）へのマイルストーン

ベストプラクティスや事例の提供

最も効果の高いDXのユースケース

－DX人材としてのスキル強化や、社会人全般のITリテラシー向上の場や仕組みの整備
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実施内容
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あるべきDX推進の
モデル化

現状の
問題点整理

阻害要因の
抽出

人材視点での
施策提言

・文献、Web等を参考に、DX
推進に必要となる機能/役割/
マインド/スタイル/人材類型等
につきモデル化を行う
(「DX=BPR、事業創造」とと
らえ、単なるITの利活用や従
来のIT人材に閉じない検討を
行う)

・モデル化にあたっては、企業規
模/業種/業態(BtoB、BtoC
等)/などの特性による違いも考
慮する

・また、欧米と比較した日本型モ
デルの特徴などがある場合は、
それらも明確にする

・DX推進上の問題や阻害要因を明らかにするためのアン
ケート及び個別ヒアリング調査を実施する

※注

・すでに実施されている同様の調査がある場合、質問事項
の単純な重複は避け、それらを深堀する視点で設計する

・調査にあたっては、事前に仮説を立案し、その検証を行う
というスタンスで臨む

・ここまでの検討は人材視点のみにとどまらず、例えば産業
構造や契約形態・取引慣行なども広く対象とする

・基本的には、DX推進
当事者サイドで具体活
用可能な施策や実施
例などを提示する

・上記に加え、例えば国
内全体での人材の流
動化や適材適所化、
社会人全般に対する
ITリテラシー向上策な
ど、個別の企業だけで
は解決できない課題に
対する施策案の提示
も行う

人材視点以外
の施策検討

・IPA内の他部署やMETIを
受け皿として検討

施策の
具体化

(必要に
応じた

追加調査
含む)

今年度の事業範囲 来年度
以降
(想定)

※注
・調査対象のサンプル数は、アンケートについては最低50件以上を想定して

いるが、属性別クロス集計分析を行った際でも有意なサンプル数となるよう
配慮した対象数を確保すること。
尚、調査対象とすべき業種その他の属性については別途提案されたい。

・個別ヒアリングについてはアンケート結果を踏まえ、必要に応じて実施する。
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調査内容として最低限盛り込むべき項目例

24

[ユーザ企業向け]

・DX推進の体制や役割分担

・DX推進の成功要因や工夫点

・DX推進上の阻害要因や対応策

・DX推進の方法論や標準プロセスの有無

・DX推進のために強化したい人材とそのための施策

・従来システムとDXシステムの違い

・一般従業員の情報リテラシー向上の必要性

・ITベンダやコンサル事業者などへの期待（依頼したい内容）

[事業者向け] （ITベンダやコンサルティング事業者など）

・顧客からの依頼内容及びそれに対する現状の充足状況

・顧客のDX推進を支援するにあたっての問題点と対応策（内部要因、外部要因）

・顧客のDX推進を支援するために強化したい人材とそのための施策
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スケジュール（現時点想定）

あるべきDX推進の
モデル化

現状の
問題点
整理

阻害要因
の抽出

人材視点での
施策提言

10月初旬～11月中旬 11月中旬～1月下旬 1月下旬～3月中旬

報告書本編
納品

請負者と調整し決定
(～5/末)

IPAとの
定例ミーティング
(2Wに1回程度)

「DX推進人材の
あり方研究会」
での情報共有

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●

●

● ●
11月度 1月度 3月度

報告書概要
ベース

中間報告 中間報告

 一般競争入札（総合評価方式）による外部委託
公示：8月末 入札：9月上旬～中旬 業者決定：9月下旬
作業期間：10月初旬～2019年5月末

（最終成果物としての報告書の納品も含め3月15日までに作業完了可能な場合は同日までの契約
とすることも可）

 2週間に一回の定例ミーティングに加え、並行して実施する有識者委員会である「DX推進人材のあり方研究会」（後述）とも同期をとった
活動とする。
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END
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